
（別添）

団体名 天　川　村

１　一般会計及び特別会計の財政状況（主として普通会計に係るもの） （千円）

歳入 歳出 形式収支 実質収支 地方債現在高 他会計からの
繰入金

一般会計 3,607,466 3,509,253 98,213 98,213 3,421,259

温泉施設等特別会計 133,714 133,210 504 504 250,001 64,118

分収造林特別会計 461 461 0 0

普通会計 3,677,522 3,578,805 98,717 98,717 3,671,260

２　１以外の特別会計の財政状況（公営事業会計に係るもの） （千円）

総収益　　（歳
入）

総費用
（歳出）

純損益
（形式収支）

不良債務
（実質収支） 地方債現在高 他会計からの

繰入金

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

263,755 256,084 28,179 28,179 299,819 5,499

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

82,938 78,999 5,097 5,097 562,469 64,200

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

76,490 76,490 0 0 206,999 24,452

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

258,549 235,148 23,401 22,432

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

159,427 158,409 1,018 1,018

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

410,493 404,284 6,209 12,391

（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

222,389 214,881 7,508 4,707

　（注）　１．法適用企業とは、地方公営企業法を適用している公営企業である。

　　　　　２．不良債務が～百万円となるときは、「△～」と表記している。

３　関係する一部事務組合等の財政状況 （千円　，　％）

歳入　　　（総
収益）

歳出
（総費用）

形式収支
（純損益）

実質収支
（不良債務） 地方債現在高 当該団体の

負担割合

中吉野広域消防組合 686,926 640,566 46,360 46,360 157,758 11.6

南和広域衛生組合 755,258 710,993 44,265 44,265 714,391 8.5

奈良県市町村職員
退職手当組合 4,721,309 4,703,070 18,239 18,239 2.0

奈良県市町村非常
勤職員公務災害補
償組合

17,655 7,413 10,242 10,242 2.1

奈良広域水質検査
センター組合 155,390 130,441 24,949 24,949 1.0

南和広域連合 105,792 62,695 43,097 43,097 4.5

４　第三セクター等の経営状況及び地方公共団体の財政的支援の状況 （千円）

経常損益（千
円）

資本又は
正味財産
（千円）

当該団体か
らの出資金

（千円）

当該団体か
らの補助金

（千円）

当該団体から
の貸付金
（千円）

当該団体から
の債務保証に
係る債務残高

備考

　（注）　損益計算書を作成していない民法法人は「経常損益」の欄には当期正味財産増減額を記入している。

５　財政指数

　（注）　実質公債費比率は、平成１８年度の起債協議等手続きにおいて用いる平成１５年度から平成１７年度の３カ年平均である。
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財政状況等一覧表（17年度）

備考

1,991(財産区繰入金)
273,678（基金繰入）

備考

1,991(財産区繰入金)
273,678（基金繰入）

財政力指数

実質公債費比率

実質収支比率

経常収支比率

0.14

12.0 97.4

当該団体から
の損失補償に
係る債務残高

備考

7.4


